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Ag-Ge-S三元系アモルファスの構造

柴 田 斉 治

Ag-Ge-S三元系アモルファスは,イオン伝導度が比較的大きく,このイオン伝導度

は銀の濃度に大きく依存 している事が報告されている｡ここではX線回折によりその構

造を調べ,イオン伝導における銀の濃度依存性とどのようなっながりがあるかを調べた｡

実験はAg∬Ge2S3 (0≦ ∬≦22)シリーズと,Ag∬Geト∬S(0･1≦ ∬≦0･35)シ

リーズについて行なった｡Ag∬Ge2S3では,配位数は2･17から3･17(α-0 と∬-

22)まで変化 し,最近接原子間距離は 22Å(a-0)より2.5Å(x-2.2) まで変

化 してお り,GeS2型の構造からOeS型-の変化が見られた｡またAg∬Gelr∬Sでは,

配位数が約 3で一定であり,最近按原子間距離もほぼ 2.45Åの所にありGeS型の構造

が保持されていることがわかった｡

またAg/totalcation､においてAgが増加するにつれて二休動径分布函数の第一 ピーク

の高さは減少 し,その半値幅は広くなっている事がわかった｡この事はGe-S系にAg

を加えていくと,Agの存在する位置の広がりが大きくなり,結晶で言 うと格子間に相当

する所にまで割 り込んで行 くと考えられる｡このAgがイオン伝導におけるキャリヤーの

役目をしてお り銀の濃度が増すに従ってキャリヤーの数がふえイオン伝導度が大きくな

ると思われる｡

- 2 1 1 -


